
第
14
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

中
間
発
表
　
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
14
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら
総
数
三
四
四
編

の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
三
月
末

日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。

◎	

「
墓
に
手
錠
を
手
向
け
た
い
」

	
	

梶
木
冴
氣

◎	

「
カ
エ
ル
」	

田
中
浩
司

◎	

「
Ｔ
Ｇ
Ｃ
と
私
」	

酒
井
恵
三

◎	

「
戦
争
の
悲
劇
」	

岩
谷
隆
司

	

「
あ
る
朝
突
然
に
」	

三
村
燿
子

〇	

「
自
由
の
謎
」	

せ
い
し
ろ
う

◎	

「
不
器
用
」	

九
条
之
子

◎	

「
さ
ま
よ
う
猫
た
ち
」	

高
岡
啓
次
郎

◎	

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
涙
」
池
上　

蓮

	

「
う
し
や
ん
、
ト
ラ
ち
ゃ
ん
」

	
	

茂
木
け
ん
じ

	

「
き
ょ
う
だ
い
の
縁
」	

キ
ヨ
コ
さ
ん

〇	

「
押
し
か
け
猫
・
我
が
家
の
場
合
」

	
	

好
機
好
齢
者

◎	

「
恐
い
先
生
の
話
」	

青
葉　

薫

	

「
そ
れ
な
り
に
生
き
る
」
飛
田
俊
介

	
「
笑
顔
絶
や
さ
ぬ
両
親
を
偲
ぶ
」

	
	

新
井
伸
一

◎	

「
札
幌
ラ
ー
メ
ン
の
思
い
出
話
」

	
	

中
村
行
寿

◎	

「
酒
は
微
薫
に
止
む
べ
し
、
じ
ゃ
」

	
	

阿
久
根
ケ
ン

〇	

「
泣
血
氈
」	
ゴ
ル
ビ
ー
長
田

	

「
透
析
室
へ
よ
う
こ
そ
！
」 
鎌
田
誠

	

「
な
く
し
た
い
、
児
童
虐
待
」

	
	

清
水
真
由
美

〇	

「
親
子
」	

南
條
美
起
子

	

「
新
年
の
本
当
の
始
ま
り
の
刻
」

	
	

灯
火
ほ
た
る

〇	

「
科
学
そ
の
功
罪
と
人
間
」

	
	

有
賀
燈
心

◎	

「
台
場
」	

瀧
沢　

鈴

◎	

「
泥
棒
と
祖
父
と
」	

有
澤
か
お
り

	

「
平
成
最
後
の
一
月
」	

さ
と
う
さ
き

◎	

「
猿
の
脳
み
そ
」	

林
勢
津
子

〇	

「
女
の
子
を
育
て
る
と
い
う
事
」

	
	

朝
川　

渡

◎	

「
能
面
ア
ク
ト
レ
ス
」	

吉
村
紗
菜

◎	

「
ザ
ン
ビ
ア
の
夜
」	

松
原
泰
子

◎	

「
平
成
の
大
震
災
（
苔
む
し
た
石

碑
）
」	

渋
谷
江
津
子

◎	

「
私
の
場
合
」	

文
月　

嵐

◎	

「
幻
覚
の
色
彩
―
こ
わ
し
て
、
気
づ

い
た
こ
と
」	

髙
橋
和
彦

◎	

「
暗
闇
を
走
る
足
音
」	

喜
多
木
常
雄

◎	

「
母
が
私
を
描
写
し
た
」
黒
川
路
子

◎	

「
越
中
富
山
の
薬
売
り
」
木
下　

隆

	

「
小
さ
な
手
の
想
い
出
」
内
山
秀
男

◎	

「
郵
便
馬
車
の
鈴
は
鳴
り
響
い
て
」

	
	

菱
川
町
子

〇	

「
出
逢
い
」	

峠　

佳
邦

〇	

「
暇
つ
ぶ
し
と
考
察
」　

汽
水
実
季

◎	
「
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」　

有
利

◎	
「
『
精
神
を
病
む
』
と
い
う
こ
と
」

	
	

森　

惇

	

「
自
転
車
屋
ジ
ミ
ー
ち
ゃ
ん
」

	
	

anehako

◎	

「
ト
イ
レ
の
月
」　

 
マ
ツ
イ
ア
キ
ラ

◎	

「
箱
」	
寿
々
木

◎	

「
私
の
ヒ
ロ
シ
マ
」	

山
崎
人
功

	

「
小
学
生
の
私
は
、
早
く
大
人
に
な

り
た
か
っ
た
。
」	

土
田
と
も

	

「
鍵
を
な
く
す
」	

阿
部
紘
久

	

「
日
本
狼
と
縄
文
人
の
精
神
性
」

	
	

我
妻
哲
男

〇	

「
加
生
」	

下
元
省
吾

◎	

「
時
の
氏
神
」	

小
西
忠
彦

〇	

「
モ
ノ
ク
ロ
メ
ガ
ネ
」	

福
丸

	

「
田
舎
の
母
と
都
会
に
行
っ
た
娘
の

話
」	

佐
藤
小
梅

◎	

「
貧
乏
性
」	

桜
子

◎	

「
『
介
護
し
な
い
』
と
い
う
選
択

肢
」	

望
月
ひ
ろ
こ

◎	

「
血
液
型
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
」

	
	

白
戸　

篤

〇	

「
ぽ
っ
く
り
寺
」	

信
濃
川
一
平

◎	

「
十
六
才
の
夏
」	

坂
本
孝
恵

◎	

「
天
神
天
神
甲
甲
甲
甲
と
祈
る
」

	
	

本
間　

浩

〇	

「
弟
の
親
友
、
荘
君
」	

河
上
美
智
子

◎	

「
養
老
院
」	

近
藤
幹
夫

〇	

「
教
師
に
な
る
」	

眞
田　

圭

〇	

「
猫
」	

新
田
文
男

◎	

「
日
・
ユ
ダ
ヤ
同
祖
論　

論
考
」

	
	

伏
魔
殿
の
主
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◎	

「
会
え
て
良
か
っ
た
」	

上
杉　

辰

◎	

「
も
の
の
見
方
」	

北
御
門　

涼

〇	

「
禁
句
」	

田
上
遊
作

	

「
祝
？
四
十
一
・
一
度
」
小
島
恒
夫

◎	

「
パ
リ
で
の
思
い
出
」	

嬉
代
子

	

「
闘
う
ブ
ス
」	

加
藤
ゆ
う
紀

	

「
ス
ポ
ー
ツ
と
メ
デ
ィ
ア
報
道
」

	
	

い
っ
ち
ゃ
ん

◎	

「
白
日
」	

華
央
子

〇	

「
機
微
」	

五
味
理
恵

◎	

「
癌
紀
元
後
の
世
界
」  

松
岡
久
仁
子

〇	

「
死
の
予
感
」	

馬
込
太
郎

◎	

「
十
五
歳
の
春
の
友
」　

寒
川
靖
子

◎	

「
詫
び
」	

斉
藤
は
な
絵

	

「
異
文
化
っ
て
ほ
ん
と
う
に
あ
る

の
？
」	

大
木
独
樹

◎	

「
父
を
尊
敬
し
た
日
」  

多
良
は
じ
き

◎	

「
長
女
に
仕
返
し
」	

紙
屋
里
子

◎	

「
人
形
へ
の
恩
返
し
」	

ナ
オ
ミ

◎	

「
西
郷
も
大
久
保
も
喜
ん
で
い
る
」

	
	

宮
島
孝
男

◎	

「
人
魚
姫
は
発
達
障
害
」
愛
甲
無
子

	

「
新
聞
紙
に
包
ま
れ
た
お
菓
子
」

	
	

平
岡
佐
一
郎

◎	

「
結
婚
二
年
目
の
悪
夢
」
藤
井
典
央

◎	

「
失
敗
覚
悟
の
結
婚
」　

椿
眞
奈
美

◎	

「
縁
は
異
な
も
の
」	

シ
ン
ジ
ー

◎	

「
賄
い
隠
居
返
上
の
記
」
堤
万
里
子

	

「
オ
レ
ら
の
運
動
会
」　

松
本
鈴
子

〇	

「
癌
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」　

倉
沢
辰
子

	

「
地
宙
人
は
幸
せ
か
」　

奥
泉　

篤

◎	

「
ギ
ブ
ミ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

	
	

合
原
和
晴

〇	

「
鼻
騒
動
」	

安
保
美
智
子

〇	

「
訳
が
分
か
ら
な
く
と
も
、
面
白

い
」	

安
部
と
し
き

◎	

「
食
む
喜
び
」	

豊
田
崇
久

〇	

「
神
猫
に
な
っ
た
『
喜
喜
』
」

	
	

横
井
純
子

〇	

「
こ
こ
に
し
か
な
い
風
」
北　

春
美

◎	

「
も
の
言
う
背
中
と
一
枚
皮
」

	
	

小
林
き
み
子

◎	

「
整
形
外
科
の
病
室
」　

早
月
春
美

	

「
ね
え
」	

金
徳
志
津
江

◎	

「
ヤ
ブ
も
ま
た
名
医
」	

柴
田
節
子

◎	

「
長
崎
の
鐘
」	

森
千
惠
子

◎	

「
兄
の
こ
と
」	

岩
澤　

薫

〇	

「
化
粧
品
売
場
の
出
会
い
」

	
	

遠
藤
恵
美

◎	

「
農
作
業
に
汗
す
る
男
」
佐
藤
義
弘

	

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
」	

岬　

千
鶴

◎	

「
猫
と
私
」	

高
谷
紀
久
子

◎	

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
男
か
ら
の

教
え
」	

須
貝　

誠

◎	

「
ピ
ア
ノ
」	

武
中　

彩

	

「
合
格
祝
い
」	

小
平
正
市

	

「
そ
の
き
っ
か
け
が
人
生
の
帆
を
大

き
く
変
え
た
」	

星
野
優
佳

◎	

「
猫
奮
闘
記
」	

河
井
み
か
こ

	

「
弁
当
」	

お
お
ら
和
男

◎	

「
い
い
日
旅
立
ち
」	

瀬
戸
清
子

〇	

「
歪
み
、
自
分
に
は
言
い
聞
か
せ

る
」	

岸
間
さ
ひ
ろ

◎	

「
初
め
て
の
広
島
、
今
で
も
蘇
る
」

	
	

折
乃
笠
公
徳

◎	

「
考
え
る
な　

感
じ
ろ
！
」
江
本
精

〇	

「
夏
の
夜
は
」	

成
田
英
明

◎	

「
六
十
九
歳
」	

田
中
恵
子

◎	

「
定
年
後
の
生
き
甲
斐
」
矢
口
慎
三

〇	

「
傷
み
」	

出
口
愛
実

	

「
忘
れ
得
ぬ
言
葉
」	

服
部
三
千

◎	

「
『
団
塊
の
世
代
』
を
生
き
る
」

	
	

熊
谷
一
郎

◎	

「
証
」	

東
野
洸
惺

◎	

「
『
う
う
ん
、
い
い
ね
え
』
の
意
味

す
る
も
の
」	

林　

須
磨

〇	

「
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
」
流
水
音

〇	

「
過
ち
」	

池
永
伸
二

◎	

「
未
知
と
の
出
会
い
」	

宮
尾
美
明

◎	

「
諦
め
と
努
力
」	

き
な
り
か
ず

◎	

「
失
業
に
と
も
な
っ
て
」

	

紀
美
子
イ
エ
ガ
ー

〇	

「
或
る
ク
リ
ス
マ
ス
」
織
本
一
十
未

◎	

「
ガ
ラ
ス
の
心
」	

飛
島
涼
子

◎	

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
季
節
の
後
で
」

	
	

大
島
直
次

〇	

「
四
個
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
」	

濱
田
キ
ミ
子

◎	

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
現
状
を
杞
憂

す
る
」	

徳
安
利
之

◎	

「
母
か
ら
の
贈
り
物
」 

久
保
田
鶴
子

〇	
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
昭
和
三
〇
年

代
」	

山
本　

修

◎	

「
ス
キ
マ
の
こ
と
」	

浦
島
智
緒

	

「
背
中
か
ら
の
卒
業
」　

玻
璃

◎	

「
認
知
症
に
な
っ
た
父
」

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ

	

「
人
生
を
彩
る
人
事
異
動
」

	
	

磯
山
信
夫

〇	

「
母
へ
の
感
謝
状
」	

山
口
政
行

◎	

「
恨
み
に
恨
ん
だ
父
母
と
の
関
係
」

	
	

K
otori

〇	

「
夜
汽
車
」　
　
　

  

鉾
之
原
ま
さ
子

	

「
春
の
指
標
」	

冬
樹
眞
沙

〇	

「
『
荒
城
の
月
』
フ
ェ
ス
タ
」

	
	

山
野
幸
吉

〇	

「
四
十
肩
」	

赤
月
宏
幸

◎	

「
任
運
騰
騰
」	

三
浦
洋
子

◎	

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
旅
立
っ
て
い
っ

た
、
母
へ
の
懺
悔
」	

墨
島
碇

◎	

「
夫
婦
の
か
た
ち
」	

だ
い
ち
ゃ
ん

◎	

「
枕
飯
」	

高
橋
恵
里
花

◎	

「
冷
た
い
手
」	

牧　

康
子

	

「
ル
ン
～
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク
ラ
の
鍵

～
」	

渡
邉　

和

〇	

「
限
り
な
く
心
よ
す
る
人 in Georgia 

in A
m
erica

」	

鎌
田
か
を
り

◎	

「
初
耳
」	

笹
野　

雪

◎	

「
５
０
代
の
自
分
探
し
」	

D
O
N
'T
 LO
O
K
 BA
CK

〇	

「
母
の
閨
房
」	

益
子
龍
次
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◎	
「
母
の
富
士
山
」	

村
松
佐
保

◎	
「
映
画
に
魅
せ
ら
れ
た
青
春
の
記
」

	
	

相
馬　

晃

◎	

「
最
期
の
幸
せ
」	

金
田
一　

淳

〇	

「
と
ん
で
も
な
い
老
後
」
清
月
良
子

〇	

「
少
年
と
戦
争
」	

皆
川
昭
夫

◎	

「
声
」	

夏　

熱
田

◎	

「
崩
壊
」	
中
武　

寛

◎	

「
蝋
梅
」	
橘
い
ず
み

◎	

「
真
夜
中
の
並
走
」	

灘
上
文
彦

◎	

「
日
日
是
終
日
」	

冴
木　

稜

◎	

「
老
い
の
偏
屈
」	

高
橋
惟
文

◎	

「
母
の
今
昔
」	

前
田　

遊

〇	

「
キ
ラ
キ
ラ
エ
ッ
セ
イ
」
元
晶

◎	

「
少
年
」	

飯
島
も
と
め

◎	

「
少
女
は
何
を
し
て
い
た
か
」

	
	

山
家
衛
艮

	

「
愛
へ
の
執
着
心
と
翻
弄
さ
れ
る

日
々
」	

植
田
遥
海

◎	

「
忘
れ
え
ぬ
『
イ
エ
ス
タ
デ
イ
』
」

	
	

田
中
美
晴

	

「
福
祉
の
現
実
」	

井
口
寿
子

〇	

「
雪
の
日
の
マ
ジ
ッ
ク
」

	
	

藤
野
な
つ
み

◎	

「
ま
た
、
延
岡
へ
」	

永
野
さ
く
ら

◎	

「
決
断
」　
　
　

  

う
ら
や
す
う
さ
ぎ

◎	

「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
」	

下
村
き
よ
子

◎	

「
夢
の
萌
芽
」	

佐
藤
勝
美

〇	

「
駅
前
の
喫
茶
店
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
金
丸
ふ
み
ひ
と

〇	

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
」

	
	

中
原
節
子

	

「
十
六
年
目
の
『F

O
R
E
V
E
R 

LO
V
E

』
」	

尾
下
健
治

◎	

「
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
」	

小
倉
一
純

	

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
」

	
	

志
津
香

〇	

「
春
待
つ
幽
霊
」	

折
田
侑
駿

	

「
人
を
変
え
る
こ
と
」　

吉
乃
シ
マ

◎	

「
冬
の
音
『
魔
王
』
」　

渋
澤
京
子

◎	

「
父
の
散
髪
」　
　

  

ブ
ン
・
ブ
ン
コ

◎	

「
小
学
生
の
シ
ニ
ョ
リ
ッ
ジ
」

	
	

相
良
勇
次

〇	
「
結
婚
三
十
周
年
記
念
の
指
輪
」

	
	

八
代　

穣

	

「
湖
の
う
た
」	

中
村
真
知
子

	

「
Ｖ
Ｓ
美
容
室
」	

大
チ
茂
ミ

	

「
異
文
化
と
の
遭
遇
」	

長
谷
川
敏
久

◎	

「
生
き
た
記
憶
と
奇
跡
の
日
々
」

	
	

蘇
芳
夏
生

〇	

「
場
の
発
達
障
害
と
時
の
光
」

	
	

賀
内
芳
樹

◎	

「
知
ら
ず
を
知
る
」	

水
野
由
貴

◎	

「
父
の
メ
モ
帳
」	

水
島
恵
子

	

「
夢
」	

水
明

	

「D
RA
M
A
T
H
O
LO
GY

」

	
	

三
木
幸
子

	

「
花
の
あ
る
仕
事
」	

中
原
節
子

◎	

「
人
生
を
変
え
た
一
本
の
ビ
デ
オ
」

	
	

佐
藤
清
助

◎	

「
映
画
『
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
私
』
」

	
	

熊
谷
和
代

	

「
特
別
な
ゲ
ス
ト
を
目
指
し
て
」

	
	

柳
田
新
奈

◎	

「
介
助
、
赤
ち
ゃ
ん
、
神
と
死
者
」

	
	

茂
木
秀
之

	

「
粉
骨
砕
身
」	

工
藤
恒
夫

◎	

「
南
海
に
散
華
し
た
父
」
川
口
正
浩

	

「
春
が
く
れ
た
贈
り
物
」
亀
山
憲
子

	

「
カ
ン
ガ
ル
ー
島
」	

星
リ
リ
コ

	

「
初
仕
事
や
銀
座
の
恋
の
物
語
」

	
	

赤
間
尊
子

	

「
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
コ
ー
ド
が
挟
ま
れ

た
時
の
こ
と
を
記
す
文
書
に
関
す
る
随

筆
」	

え
と
う

◎	

「
ト
ド
を
殺
す
こ
と
は
自
分
達
を
殺

す
こ
と
」　
　
　
　
　
　

北
の
ダ
イ
バ
ー

〇	

「
に
び
い
ろ
の
そ
ら
」　

南
沢
卓
郎

	

「
損
得
感
情
」	

三
浦
道
朗

〇	

「
ゴ
ジ
ラ
と
天
使
の
ハ
ン
マ
ー
」

K
EN
T
A
RO
 Y
A
N
O

〇	

「
死
後
の
人
生
」	

滝　

輝
光

◎	

「
父
と
子
」	

上
野　

達

〇	
「
分
か
ら
な
い
、
人
、
他
人
、
自

分
」	

小
林　

済

◎	

「
夢
の
ち
ょ
っ
と
手
前
の
場
所
」

	
	

森
岸
真
鳴

〇	

「
胡
蝶
蘭
」	

浜
比
嘉
邦
子

	

「
幸
せ
に
な
り
た
い
っ
て
何
だ
」

	
	

猫
背
の
犬

◎	

「
優
し
い
雷
」	

菊
池
満
子

	

「
命
の
バ
ト
ン
」	

宮
地
政
利

〇	

「
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

	
	

中
江
光
太

	

「
運
を
摑
む
に
は
…
」　

柿
本
光
一
郎

◎	

「
知
ら
な
い
海
」	

山
本
ワ
タ
ル

	

「
な
く
し
た
お
財
布
」	

高
橋
裕
輝
子

◎	

「
神
社
の
境
内
で
」	

山
田
葉
月

〇	

「
体
樹
」	

池
上
結
手
樹

	

「
テ
ー
ブ
ル
家
族
」	

水
谷
信
子

◎	

「
日
本
は
本
当
に
埼
玉
化
す
る
か
」

	
	

宮
澤
鏡
一

◎	

「
継
ぎ
ゆ
く
ひ
と
」	

中
村
郁
恵

	

「
人
生
最
初
の
衝
撃
」　

荒
木
景
子

〇	

「
教
育
勅
語
を
読
ん
で
み
た
」

	
	

福
本
彰
一

◎	

「
忘
れ
ら
れ
な
い
味
」　

大
木
寛
之

◎	

「
医
原
病
と
自
死
」	

幸
田
芳
樹

	

「
生
き
方
と
終
い
方
」　

一
み
ゆ
き

〇	

「
地
球
村
『
雑
草
園
』
か
ら
」

	
	

重
松
博
昭

◎	

「
心
の
相
続
」	

坂
元
淳
子

〇	

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
気
質
」
武
川
京
太

◎	

「
知
り
合
い
以
上
と
も
だ
ち
未
満
」

	
	

深
雪　

朔

	

「
偽
り
の
仮
面
」	

弥
生

◎	

「
ミ
ル
ク
」	

大
神
田
由
美

◎	

「
父
の
餃
子
」        　

小
野
寺
ひ
ろ
み

◎	

「
さ
く
ら
さ
く
」	

黒
崎
み
き

◎	

「
わ
た
し
の
ハ
ム
」	

森
住
さ
と
り

第14回文芸思潮エッセイ賞予選通過者発表
◎	

「
魅
力
あ
る
美
的
指
向
を
目
指
し

て
」	

大
出
光
一

◎	

「
Ｋ
子
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ド
」

	
	

富
田
真
子

◎	

「
霊
は
幻
か
実
体
か
」　

西
島
雅
博

	

「
ゴ
ー
イ
ン
グ　

マ
イ　

ウ
エ
イ
」

	
	

み
ね
き
み
や

◎	

「
宣
誓
」	

カ
ト
ー
ト
シ

	

「
『
商
業
捕
鯨
』
に
思
う
」

	
	

小
林
惠
津
子

◎	

「
カ
モ
メ
の
水
兵
さ
ん
」
海
輪　

有

	

「
失
敗
は
、
成
功
の
―
―
」

	
	

秋
野
今
日
子

◎	

「
ろ
う
そ
く
一
本
消
え
る
ま
で
！
」

	
	

鈴
木
正
治

◎	

「
限
界
集
落
」	

川
畑
和
嗣

〇	

「
さ
よ
な
ら
の
扉
を
閉
め
て
…
…
」

	
	

瓜
生
陽
子

◎	

「
ジ
イ
ジ
と
シ
ュ
ン
」	

片
山
二
郎

◎	

「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
映
画
、
ど
こ
へ
行

く
」	

井
口
海
斗

◎	

「
徒
歩
十
五
分
、
美
を
探
す
旅
」

	
	

八
ノ
瀬
葉
子

◎	

「
私
と
娘
の
『
旅
立
ち
の
日
』
」

	
	

建
内
真
由
子

◎	

「
コ
ー
ヒ
ー
の
私
か
ら
紅
茶
の
私
た

ち
へ
」	

房
田
小
百
合

〇	

「
私
の
お
義
母
さ
ん
」	

室
谷
明
子

◎	

「
父
」	

石
井
良
武

◎	

「
ま
た
来
ま
す
」	

此
木
ミ
ツ
ル

〇	

「
伊
勢
も
の
が
た
り
」	

宮
川
桜
花

	

「
死
ぬ
と
き
人
は
、
何
を
思
う
か
」

	
	

山
﨑
美
由
紀

◎	

「
経
済
至
上
主
義
の
成
れ
の
果
て
を

憂
う
」	

佐
生
綾
子

◎	

「
遅
れ
て
き
た
葉
書
」　

高
澤
宏
至

◎	

「
ピ
ア
ノ
と
困
っ
た
顔
の
物
語
」

	
	

流
川
千
里

〇	

「
Ｓ
Ｌ
の
お
召
し
列
車
」
野
宮
健
司

◎	

「
四
十
過
ぎ
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

バ
イ
ト
と
ポ
ル
ノ
映
画
館
の
一
日
」

	
	

鈴
木
あ
き
ら

〇	

「
こ
の
世
は
不
思
議
」	

見
汐
麻
衣

	

「
拝
啓
、
根
明
人
間
さ
ま
」

	
	

望
月
遥
瑛

	

「
二
十
歳
の
迷
子
」	

会
沢
ユ
カ

◎	

「
失
わ
れ
た
尊
厳
」	

森
﨑
律
子

〇	

「
一
〇
二
歳
、
空
が
青
い
」
丸
白
遊

〇	

「
も
う
一
つ
の
『
絆
』
」
澤
井
樹
生

	

「
今
も
変
わ
ら
な
い
生
命
の
一
割
の

謎
」	

真
栄
田　

光

〇	

「
Ｍ
ス
テ
」	

桃
峯
未
己

◎	

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」	

藤
井
杏
子

	

「
や
さ
し
く
な
り
た
い
」
倉
橋
え
ん

	

「
自
転
車
で
ゆ
る
や
か
に
」

	
	

田
口
一
行

	

「
い
と
お
し
い
猫
」	

和
田
恵
子

〇	

「
今
、
で
き
る
こ
と
」  

名
嘉
山
レ
イ

〇	

「
モ
ラ
ル
ゼ
ロ
」	

司
波　

歩

	

「
お
受
験
」	

西　

直
人

	

「
老
い
は
そ
ん
な
に
悪
い
も
の
で
す

か
？
」	

寛
乃

〇	

「
自
分
探
し
こ
じ
ら
せ
女
子
」

	
	

さ
わ
り
え

	

「
患
者
さ
ん
言
行
録
」	

谷
内
修
三

	

「
障
害
児
の
親
歴
一
年
」
三
島
知
子

◎	

「
幾
代
伯
母
」	

青
柳
み
す
ず

◎	

「
贈
り
物
に
込
め
る
」	

髙
岡
隆
一
郎

◎	

「
ア
ザ
」	

下
釜
美
和
子

	

「
無
題
」　
　
　
　

  

水
無
月
さ
や
か

◎	

「
あ
の
日
か
ら　

二
〇
一
一
年
三
月

一
一
日
」	

吉
田
宏
子

	

「
動
物
園
はZoo

っ
て
ん
だ
、
さ
ー
ぁ
、

行
こ
う
！
」	

大
原
野　

悠

	

「
法
的
後
進
国
日
本
」	

徳
田
吉
映

◎	

「
母
の
長
い
呟
き
」	

蓜
島
彊
子

	

「
こ
ち
ら
で
少
々
お
待
ち
い
た
だ
け

ま
す
か
？
」　
　
　
　
　

か
と
う
ま
な
み

◎	

「
二
十
年
後
の
約
束
」　

草
野
修
一

	

「
生
前
レ
ク
イ
エ
ム
」	

松
宮
い
さ
こ

〇	

「
看
護
学
生
だ
っ
た
頃
」
ひ
ら
さ
ん

◎	

「
『
豚
天
使
』
任
命
」	

櫻
川
ふ
み

	

「
バ
タ
ン
・
プ
ー
」  

デ
ヒ
ミ
フ
カ
オ

◎	

「
私
の
愛
し
た
お
医
者
さ
ん
」

	

Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
ち
ゃ
ん

	

「
約
束
：
そ
の
あ
ま
り
に
も
軽
い
響

き
と
あ
ま
り
に
も
重
い
意
味
」
水
谷
忠
央

◎	

「
私
の
南
極
も
の
が
た
り
」 

森
岡
昭

〇	

「
二
人
の
朋
友　

そ
し
て
」

	
	

堀
井
孝
雄

	
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
待
夢
」
堀
外　

遙

	
「
私
の
世
界
、
家
族
の
世
界
」	

果
枝

◎	

「
喫
茶
店
客
の
マ
ナ
ー
教
育
」

	
	

前
岡
光
明

〇	

「
バ
ー
バ
ラ
と
の
一
期
一
会
」

	
	

す
～
み
～

◎	

「
な
ぜ
『
聴
覚
障
害
は
特
殊
過
ぎ

る
。
』
と
言
わ
れ
る
の
か
？
」
横
山
典
子

◎	

「
義
母
の
生
き
方
」	

田
中　

誠

〇	

「
音
楽
と
ア
イ
ド
ル
」	

伊
藤
ひ
ろ
き

◎	

「
ね
え
、
母
さ
ん
」	

田
代
千
賀
子

◎	

「
港
の
時
代
」	

人
間
六
度

◎	

「
ワ
ル
ナ　

ワ
ル
ニ
」	

不
破
し
ま
と

◎	

「
そ
ん
な
私
は
こ
ん
に
ゃ
く
カ
レ

ー
」	

片
桐
春
佳

〇	

「
田
舎
暮
し
の
未
来
」	

里
山
さ
く
ら

〇	

「
２
０
０
０
キ
ロ
か
け
て
言
葉
を
覚

え
る
」	

植
松
宏
真

〇	

「
つ
な
が
る
」	

山
崎
留
美

◎	

「
一
握
り
の
砂
」	

高
知
美
貴
子

◎	

「
天
恵
戒
驕
」	

荒
田
正
信

	

「
式
に
は
行
か
な
い
」	

鹿
室
歩
美

◎	

「
阿
久
悠
と
な
か
に
し
礼
に
見
る
ラ

イ
バ
ル
関
係
」	

弟
子
丸
博
道

〇	

「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

	
	

佐
藤
共
子



　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し

く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た
作
品

は
、
だ
い
た
い
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力
を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の

心
に
何
か
が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品
で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考
の
便
宜
性
を
重

視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作

品
の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
、作
品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
第
14
回
も
三
次
予
選
通
過
者
が
多
く
、
全
体
と
し

て
さ
ら
に
応
募
作
品
全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
っ
と
詳
し
く
御
自
分
の
作
品
へ
の
感
想
・
批
評
が
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、作
品
個
別
の「
批
評
コ
メ
ン
ト
」

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
希
望
を
お
送
り
下

さ
い
。

（「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
選
考
委
員
会
）

●
第
14
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
へ
の
御
応
募
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
・

第
三
次
選
考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
対
し
て
伝
わ
る
文
章

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の
基
準
点
で
す
。
し

か
し
書
く
姿
勢
も
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し

文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の
が
感

じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に

文
章
は
整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
に
曖
昧
な
も
の
、
書

く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
落
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の

が
一
次
予
選
通
過
者
で
す
。何
％
と
か
、何
篇
以
内
と
か
、

数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員

が
一
次
予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
強
く
何
か
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が

読
み
手
の
中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
内
容
で
も
い
い
で
す
し
、
文
章
で
も
い
い
、
一
行
で

も
い
い
、
一
人
の
人
物
で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何

か
一
つ
心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に
拾
い
上

げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞
応
募
者
の
皆
様
へ　
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
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